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資料① 1906 年 関野貞「西安府文廟と碑林における古碑」（関野貞『支那の建築と芸術』岩波書店、


























資料② 1908 年 足立喜六「長安の古碑」（以下、足立喜六調査と称す）（足立喜六『長安史蹟の研究』
















































資料③ 1914 年 『図書館所管碑林碑目表』（陝西図書館、1914 年。路遠『西安碑林史』西安出版社、
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資料⑤ 1938 年 『西安碑林碑石目録』（西安碑林管理委員会編、1938 年 12 月作成。路遠『西安













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































３ 関野貞（1868 年～1935 年）は明治～昭和初期の建築家・建築史学者。帝国大学工科大学卒業後、内務省・
奈良県技師として奈良の古建築・平城宮趾を調査、東京帝国大学教授・東方文化学院東京研究所研究員を
つとめる。1906 年には清国に派遣され、中国建築を踏査、朝鮮半島へは 1904 年から調査に赴き、1910
年以降は朝鮮総督府の依頼で毎年出張した。『支那仏教史蹟』（1925～1929 年、常盤大定と共著）『朝鮮
古蹟図譜』（1916 年～1935 年）など多数。
４ 関野の日記の記事によれば、1906 年 10 月 29 日・11 月１日・２日・３日・11 日の５日間、碑林の調査・





















年所収）、Michael Keevak “The Story of a Stele: Chinaʼs Nestorian Monument and Its Reception in the West, 
1625⊖1916” Hong Kong University press, 2008。
９ 『雍州金石志』には、開福寺の仏殿前に杜順和尚行記碑ありというが、関野貞は 1906 年（明治 39 年）11
月に西安府東北隅の開福寺を訪問し、寺域内をあまねく捜索したが発見できなかったという（関野貞・常






研 究 論 集 第 4 号（2019. 3）
23









1945 年まで続いた。1932 年の設置から 1945 年の廃止に至るまで、一貫して張継が西京籌備委員会委員






12 足立喜六『長安史蹟の研究』図版 119。なお、足立書には他の５体の写真もあるが、これらは Édouard 









Zhou “Zhaoling: The Mausoleum of Emperor Tang Taizong”, ”SINO-PLATONIC PAPERS“ Number 187, 2009
年、および村松弘一「引き裂かれた唐昭陵「六駿」― ペンシルヴァニア大学博物館アーカイブズ資料から」
『世界の蒐集―アジアをめぐる博物館・博覧会・海外旅行』（村松弘一共編）、山川出版社、2014 年参照。
15 Bishop, Carl W “The Horses of Tʼang Tʼai-tsung.” The Museum Journal IX, 3/4、1918 年。
16 陝西省図書館館史組編『陝西省図書館館史』陝西教育出版社、1989 年 30 ⊖34 頁
17 前掲注（8）宇野哲人『清国文明記』
18 「重修西安碑林記」（1938 年。路遠『西安碑林史』581⊖585 頁）参照。なお、委員の名列の筆頭は西京籌
備委員会委員長の張継であり、顧問には陝西考古会委員長・張鵬一、西京図書館館長・張知道、陝西通志
館館長・宋聯奎、西京金石書画会会長・寇遐、孔教会会長・張玉璽らが名を連ねている。





省政府が共同で設立した陝西考古会の委員長となる。陝西考古会は 1934 年から 1937 年まで宝鶏闘鶏台
戴家湾の発掘調査を行った。1937 年には西北史学会理事長、西安碑林保管委員会主任となる。
20 于右任（1879 年～1964 年）は陝西省三原県の生まれ。震旦学院卒業後、復旦公学（復旦大学）を創設。
1906 年、日本に留学し、中国同盟会加入。帰国後、『神州日報』を創刊し、辛亥革命後の 1912 年には中
― 47 ―






21 「1944 年陝西省歴史博物館接収孔廟財産清冊」路遠『西安碑林史』435 頁⊖441 頁、参照。
22 路遠『西安碑林史』西安出版社、1998 年参照
23 王子雲（1897 年～1990 年）は江蘇省徐州府蕭県生まれ。上海美術専科学校、国立北京美術学校にて学
び、北京孔徳中学にて教鞭をとりつつ、アポロ美術学会に参加し美術研究に従事。国立西湖芸術院を経て、








24 「張継為収集歴史資料復教育部芸術文物考察団公函」（1941 年５月 23 日）西安市档案局・西安市档案館編
『籌備西京陪都档案資料選輯』、西北大学出版社、1994 年、220 頁
25 路遠『西安碑林史』西安出版社、1998 年
26 「西京籌備委員会工作報告」（1941 年 11 月～1942 年５月）前掲『籌備西京陪都档案資料選輯』、226 頁⊖
229 頁
27 「西京籌備委員会工作報告」（1943 年９月～1944 年４月）前掲『籌備西京陪都档案資料選輯』、233 頁⊖
237 頁
28 陝西省博物館編『陝西省博物館』（文物出版社、1983 年）には、青銅器・壁画・秦始皇帝陵兵馬俑など、
その後陝西歴史博物館に移管される文物が掲載されている。
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